
(57)【要約】

【課題】　スケルトン７にインフィル８を組込んで構築

した複数階層の集合住宅１において、配管配線類を適切

に配備することにより、施工性の向上、保守の簡易化、

コストの低廉化、レイアウトの的確化、見栄えの向上、

並びに居住性の改善等を図る。

【解決手段】　一群の隣接する住戸２の相互間に一群共

用通路３及び吹抜部４を構築し、吹抜部４及びこれに隣

接するメータボックス１２に配管類１５や配線類を集中

して配備する。また、各一群共用通路３に通じる複数群

共用通路５を設ける。更に、一群共用通路３のメータボ

ックス１２よりも反行止り部側の両側方に各住戸２の玄

関１３を構築し、この玄関１３よりも反行止り部側の両

側方に各住戸２のトランクルーム１４を構築する。

【選択図】　　　　図２

JP 2005-201041 A 2005.7.28



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ケ ル ト ン の 内 部 に イ ン フ ィ ル を 配 備 し て 複 数 の 住 戸 を 複 数 階 層 に 亘 っ て 構 築 し た ス ケ
ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 に お い て 、
　 同 一 の 階 層 に お け る 二 戸 の 住 戸 を 一 群 と し て 、 一 群 の 隣 接 す る 住 戸 の 相 互 間 に 途 中 で 行
止 り と な る 一 群 共 用 通 路 を 配 設 す る と 共 に 、 上 記 一 群 共 用 通 路 の 行 止 り 部 周 辺 に 吹 抜 部 を
構 築 し 、 上 記 吹 抜 部 に 配 管 類 及 び ／ 又 は 配 線 類 を 集 中 し て 配 備 し た こ と を 特 徴 と す る ス ケ
ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 一 群 共 用 通 路 の 反 行 止 り 部 側 の 端 部 に 通 じ 且 つ 複 数 群 の 住 戸 の 一 側 方 を 上 記 一 群 共
用 通 路 と 略 直 交 す る 方 向 に 延 び る 複 数 群 共 用 通 路 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 一 群 共 用 通 路 の 両 側 方 に お け る 上 記 吹 抜 部 の 近 傍 に 、 各 住 戸 の 配 管 類 及 び ／ 又 は 配
線 類 の メ ー タ ボ ッ ク ス を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ス ケ ル ト ン ・
イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 一 群 共 用 通 路 の 上 記 メ ー タ ボ ッ ク ス よ り も 反 行 止 り 部 側 の 両 側 方 に 、 各 住 戸 の 玄 関
を 構 築 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 一 群 共 用 通 路 の 上 記 玄 関 よ り も 反 行 止 り 部 側 の 両 側 方 に 、 各 住 戸 の ト ラ ン ク ル ー ム
を 構 築 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 各 住 戸 の 床 部 を 、 ス ペ ー ス を 介 在 さ せ て な る 二 重 床 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 各 住 戸 の 天 井 部 を 、 ス ペ ー ス を 介 在 さ せ て な る 二 重 天 井 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス ケ ル ト ン の 内 部 に イ ン フ ィ ル を 配 備 し て 構 築 し た 複 数 階 層 の 集 合 住 宅 に 関
し 、 特 に ス ケ ル ト ン と イ ン フ ィ ル と を 利 用 し て 集 合 住 宅 を 構 築 す る 場 合 の 配 管 配 線 類 の 設
置 施 工 及 び 保 守 の 容 易 化 、 居 住 性 及 び 外 観 性 の 向 上 、 並 び に コ ス ト の 削 減 等 を 図 る た め の
技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 複 数 階 層 の 集 合 住 宅 は 、 高 度 な 耐 久 性 を 確 保 で き な い ば か り で な く 、 各 住 戸 の
平 面 設 計 に 融 通 性 が な い た め 、 耐 用 年 数 が 短 く 永 住 が 困 難 で あ る と 共 に 、 自 由 な プ ラ ン ニ
ン グ を で き な い の が 通 例 と さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 近 年 に お い て は 、 各 住 戸 を ス ケ ル ト ン と イ ン フ ィ ル と に 分 離 し て 製 作 す る と い
う 概 念 を 導 入 し 、 ス ケ ル ト ン の 内 部 に イ ン フ ィ ル を 配 備 し て 組 付 け る こ と に よ り 複 数 階 層
の 集 合 住 宅 を 構 築 す る 技 術 が 採 用 さ れ る に 至 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 場 合 、 ス ケ ル ト ン は 、 各 住 戸 の 構 造 躯 体 を 意 味 し 、 主 と し て 耐 久 性 の 向 上 を 図 る べ
く 設 計 さ れ る の に 対 し て 、 イ ン フ ィ ル は 、 間 取 り や 内 装 等 の 住 戸 内 設 備 を 意 味 し 、 主 と し
て 可 変 性 や 更 新 性 を 追 求 す べ く 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 ス ケ ル ト ン に イ ン フ ィ ル を 組 込 ん で 構 築 し た 従 来 の 複 数 階 層 の 集 合 住 宅 と し て
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は 、 同 一 の 階 層 に お い て 多 数 の 住 戸 を 横 一 列 状 に 隙 間 な く 配 列 す る と 共 に 、 各 住 戸 の 一 側
方 に 共 用 通 路 を 隣 接 し て 配 置 し 、 こ の 共 用 通 路 に 面 し て 各 住 戸 の 玄 関 を 設 置 す る 構 造 の も
の が 主 流 を 占 め て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ９ ９ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 こ の 種 の 集 合 住 宅 に お い て は 、 各 住 戸 に 電 気 、 ガ ス 、 水 道 等 を 引 き 込 む 場 合
に 、 全 住 戸 或 い は 所 定 数 の 住 戸 に 共 通 の 共 用 配 管 配 線 類 か ら 、 各 住 戸 に 個 別 の 個 別 配 管 配
線 類 を 分 岐 さ せ 、 こ の 個 別 配 管 配 線 類 を 各 住 戸 に 設 置 し た メ ー タ を 経 由 し て 各 住 戸 の 屋 内
に 引 き 込 む 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 電 気 、 ガ ス 、 水 道 等 の メ ー タ を 収 納 す る メ ー タ ボ ッ ク ス は 、 レ イ ア
ウ ト の 制 約 を 受 け る 関 係 上 、 玄 関 側 例 え ば 玄 関 の 近 傍 に 設 置 さ れ る の が 通 例 で あ る が 、 上
記 の 共 用 配 管 配 線 類 及 び 個 別 配 管 配 線 類 に つ い て は 、 こ れ ら の 設 置 施 工 を ど の よ う に し て
行 え ば 最 適 で あ る か と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 共 用 配 管 配 線 類 に つ い て は 、 メ ー タ ボ ッ ク ス へ の 接 続 の 容 易 性 を 考 慮 す れ ば 、 メ
ー タ ボ ッ ク ス の 近 傍 に 配 置 す る こ と が 好 ま し い が 、 こ れ を 屋 外 に 配 置 す る と し た な ら ば 、
共 用 通 路 に お け る 居 住 者 の 通 行 の 妨 げ に な る ば か り で な く 、 玄 関 周 辺 の 見 栄 え 或 い は 外 観
性 の 悪 化 を 招 く 一 方 、 こ れ を 屋 内 に 配 置 す る と し た な ら ば 、 共 用 配 管 配 線 類 が 邪 魔 に な っ
て 居 住 性 の 悪 化 を 招 く こ と に な る 。 ま た 、 個 別 配 管 配 線 類 に つ い て は 、 メ ー タ ボ ッ ク ス を
経 由 し て 各 住 戸 の 屋 内 に 引 き 込 み 、 部 屋 の コ ー ナ ー 部 等 を 利 用 し て 張 り 巡 ら さ れ る の が 通
例 で あ る が 、 そ の 本 数 が 膨 大 化 さ れ つ つ あ る 現 状 に お い て は 、 配 置 ス ペ ー ス 等 の 拡 大 化 を
招 く こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 こ の 種 の 集 合 住 宅 に お い て 各 住 戸 の 排 水 処 理 を 行 う に は 、 全 住 戸 或 い は 所 定 数 の
住 戸 に 共 通 す る 排 水 用 の 共 用 配 管 類 と 、 各 住 戸 に 個 別 の 個 別 配 管 類 と を 設 置 す る 必 要 が あ
る が 、 こ の 場 合 に も 、 上 記 の 共 用 配 管 配 線 類 及 び 個 別 配 管 配 線 類 と 同 様 に し て 、 そ の 設 置
が 困 難 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ ら が 原 因 と な っ て 、 こ の 種 の 集 合 住 宅 の 施 工 に は 多 大 な 手 間 や 労 苦 を 要 し 、 作 業 工
数 の 増 加 や 作 業 性 の 悪 化 を 余 儀 な く さ れ る と 共 に 、 施 工 費 用 が 高 騰 す る と い う 問 題 が 生 じ
る 。 し か も 、 施 工 後 に お い て は 、 共 用 配 管 配 線 類 及 び 個 別 配 管 配 線 類 が 邪 魔 に な る と 共 に
、 見 栄 え 或 い は 外 観 性 の 悪 化 の み な ら ず 、 居 住 性 の 悪 化 を も 招 く と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ス ケ ル ト ン に イ ン フ ィ ル を 組 込 ん で
構 築 し た 複 数 階 層 の 集 合 住 宅 に お い て 、 配 管 配 線 類 を 適 切 に 配 備 す る こ と に よ り 、 施 工 性
の 向 上 、 保 守 の 簡 易 化 、 コ ス ト の 低 廉 化 、 レ イ ア ウ ト の 的 確 化 、 見 栄 え の 向 上 、 並 び に 居
住 性 の 改 善 等 を 図 る こ と を 技 術 的 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 技 術 的 課 題 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 ス ケ ル ト ン の 内 部 に イ ン フ ィ ル を 配 備 し て
複 数 の 住 戸 を 複 数 階 層 に 亘 っ て 構 築 し た ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 に お い て 、 同 一
の 階 層 に お け る 二 戸 の 住 戸 を 一 群 と し て 、 一 群 の 隣 接 す る 住 戸 の 相 互 間 に 途 中 で 行 止 り と
な る 一 群 共 用 通 路 を 配 設 す る と 共 に 、 一 群 共 用 通 路 の 行 止 り 部 周 辺 に 吹 抜 部 を 構 築 し 、 吹
抜 部 に 配 管 類 及 び ／ 又 は 配 線 類 を 集 中 し て 配 備 し た こ と に 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 隣 接 す る 住 戸 の 相 互 間 に 設 け た 吹 抜 部 を 利 用 し て 配 管 配 線 類
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を 集 中 的 に 配 備 し た か ら 、 ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 施 工 が 容 易 化 さ れ 、 施 工 費
用 の 低 廉 化 が 図 ら れ る と 共 に 、 配 管 配 線 類 に 対 す る 保 守 点 検 の 簡 易 化 が 図 ら れ る 。 し か も
、 配 管 配 線 類 が 配 備 さ れ た 吹 抜 部 は 、 一 群 共 用 通 路 の 行 止 り 部 周 辺 に 設 け ら れ て い る の で
、 一 群 共 用 通 路 に お け る 通 行 経 路 途 中 の 両 側 方 に 配 管 配 線 類 を 配 備 す る こ と が 不 要 に な り
、 快 適 な 通 行 性 ひ い て は 良 好 な 居 住 性 を 確 保 で き る と 共 に 、 見 栄 え 或 い は 外 観 性 の 向 上 に
も 寄 与 で き る こ と に な る 。 尚 、 配 管 類 と し て は 、 例 え ば ガ ス 、 水 道 、 排 水 等 の 配 管 が 挙 げ
ら れ 、 ま た 配 線 類 と し て は 、 例 え ば 電 気 等 の 配 線 が 挙 げ ら れ る 。 そ し て 、 吹 抜 部 に は 、 配
管 類 と 配 線 類 と の 何 れ か 一 方 の み を 配 備 し て も よ く 、 そ の 両 者 を 配 備 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 居 住 者 が 通 行 す る 通 路 と し て は 、 一 群 共 用 通 路 の 反 行 止 り 部 側 （ 行 止 り 部 と
反 対 側 、 以 下 同 様 ） の 端 部 に 通 じ 且 つ 複 数 群 の 住 戸 の 一 側 方 を 一 群 共 用 通 路 と 略 直 交 す る
方 向 に 延 び る 複 数 群 共 用 通 路 を 配 設 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 複 数 群
共 用 通 路 は 、 専 ら 居 住 者 の 通 行 に の み 利 用 で き る こ と に な り 、 複 数 群 共 用 通 路 の 共 用 性 及
び 通 路 価 値 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 一 群 共 用 通 路 の 両 側 方 に お け る 吹 抜 部 の 近 傍 に 、 各 住 戸 の 配 管 類 及 び ／ 又
は 配 線 類 の メ ー タ ボ ッ ク ス を 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 吹 抜 部 及
び そ の 近 傍 に 配 線 配 管 類 が 集 中 し て 配 備 さ れ る こ と に な り 、 更 な る 施 工 や 保 守 点 検 の 容 易
化 及 び コ ス ト の 削 減 並 び に 外 観 性 の 向 上 等 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 一 群 共 用 通 路 の メ ー タ ボ ッ ク ス よ り も 反 行 止 り 部 側 の 両 側 方 に 、 各 住 戸 の 玄
関 を 構 築 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 玄 関 を 出 入 り す る 居 住 者 に と っ て
配 管 配 線 類 が 邪 魔 に な ら ず 、 心 地 良 く 住 戸 へ の 出 入 り を 行 え る と 共 に 、 玄 関 周 辺 の 見 栄 え
が 良 好 に な り 、 住 戸 の 商 品 価 値 が 高 ま る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 上 記 一 群 共 用 通 路 の 玄 関 よ り も 反 行 止 り 部 側 の 両 側 方 に 、 各 住 戸 の ト ラ ン ク ル ー
ム を 構 築 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 一 群 共 用 通 路 の 両 側 方 に お け る 玄
関 に 至 る ま で の 部 位 が 、 例 え ば 屋 外 で 使 用 さ れ る 物 品 を 収 納 す る ト ラ ン ク ル ー ム （ 物 置 等
） の 設 置 箇 所 と し て 有 効 利 用 さ れ 、 屋 外 活 動 等 を 行 う に 際 し て の 利 便 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 各 住 戸 の 床 部 は 、 ス ペ ー ス を 介 在 さ せ て な る 二 重 床 構 造 と す る こ と が 好 ま し い 。
こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 メ ー タ ボ ッ ク ス か ら 各 住 戸 の 屋 内 に 引 き 込 ま れ る 配 管 配 線 類 を 、
二 重 床 部 の ス ペ ー ス 内 に 張 り 巡 ら せ る こ と が で き る た め 、 室 内 に 配 管 配 線 類 が 煩 雑 に 張 り
巡 ら さ れ る と い う 不 具 合 が 回 避 さ れ 、 快 適 な 居 住 空 間 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 各 住 戸 の 天 井 部 は 、 ス ペ ー ス を 介 在 さ せ て な る 二 重 天 井 構 造 と す る こ と が 好 ま し
い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 二 重 天 井 部 の ス ペ ー ス 内 に 電 気 配 線 等 の 配 管 配 線 類 を 張 り 巡
ら せ る こ と が で き る た め 、 例 え ば 照 明 器 具 配 置 の 自 由 度 が 増 し 、 間 仕 切 り の 変 更 等 を 容 易
に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 に よ れ ば 、 一 群 の 隣 接 す る
住 戸 の 相 互 間 に 一 群 共 用 通 路 及 び 吹 抜 部 を 構 築 し 、 吹 抜 部 に 配 管 類 及 び ／ 又 は 配 線 類 を 集
中 し て 配 備 し た か ら 、 配 管 配 線 類 の 設 置 施 工 が 容 易 化 さ れ 、 施 工 の 低 コ ス ト 化 及 び 保 守 点
検 作 業 の 省 力 化 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 各 一 群 共 用 通 路 に 通 じ る 複 数 群 共 用 通 路 を 設 け る こ と に よ り 、 同 一 階 層 の 全 居 住
者 が 自 己 の 住 戸 と 屋 外 と を 行 き 来 す る 上 で 良 好 な 通 行 性 及 び 共 用 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 一 群 共 用 通 路 の 吹 抜 部 の 近 傍 に 、 各 住 戸 の メ ー タ ボ ッ ク ス を 設 置 す る こ と に よ り
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、 吹 抜 部 及 び そ の 近 傍 に 配 管 配 線 類 を 集 中 し て 配 備 で き る よ う に な り 、 施 工 や 保 守 点 検 を
容 易 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 一 群 共 用 通 路 の メ ー タ ボ ッ ク ス よ り も 反 行 止 り 部 側 の 両 側 方 に 、 各 住 戸 の 玄 関 を
構 築 す る こ と に よ り 、 玄 関 周 辺 に 配 管 配 線 類 が 存 在 し な く な り 、 心 地 良 く 住 戸 へ の 出 入 り
を 行 え る と 共 に 、 玄 関 周 辺 の 見 栄 え が 良 好 に な り 、 住 戸 の 商 品 価 値 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 、 上 記 一 群 共 用 通 路 の 玄 関 よ り も 反 行 止 り 部 側 の 両 側 方 に 、 各 住 戸 の ト ラ ン ク ル ー
ム を 構 築 す る こ と に よ り 、 例 え ば 屋 外 で 使 用 さ れ る 物 品 の ト ラ ン ク ル ー ム へ の 収 納 が 好 適
に 行 わ れ 、 屋 外 活 動 等 を 行 う に 際 し て の 利 便 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 各 住 戸 の 床 部 を 、 ス ペ ー ス を 介 在 さ せ て な る 二 重 床 構 造 と す る こ と に よ り 、 各 住
戸 の 屋 内 に 引 き 込 ま れ る 個 別 配 管 配 線 類 を 、 二 重 床 部 の ス ペ ー ス 内 に 張 り 巡 ら せ る こ と が
で き 、 配 管 配 線 類 に 起 因 す る 室 内 の 煩 雑 雰 囲 気 が 消 失 し 、 快 適 な 居 住 空 間 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 各 住 戸 の 天 井 部 を 、 ス ペ ー ス を 介 在 さ せ て な る 二 重 天 井 構 造 と す る こ と に よ り 、
そ の ス ペ ー ス 内 に 電 気 配 線 等 の 配 管 配 線 類 を 張 り 巡 ら せ る こ と が で き 、 例 え ば 照 明 器 具 配
置 の 自 由 度 が 増 し 、 間 仕 切 り の 変 更 等 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 、 即 ち ス ケ ル ト ン に イ
ン フ ィ ル を 組 込 ん で 構 築 し た 集 合 住 宅 を 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 （ こ の 実 施 形 態 で は
マ ン シ ョ ン ） の 所 定 階 層 の 平 面 構 造 を 例 示 し て い る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 こ の 集 合 住 宅 １
の 所 定 階 層 に は 、 複 数 （ 図 例 で は 八 戸 ） の 住 戸 ２ が 横 一 列 状 に 配 列 さ れ 、 二 戸 の 住 戸 ２ を
一 群 と し て 、 そ の 一 群 の 隣 接 す る 住 戸 ２ の 相 互 間 に 一 群 共 用 通 路 （ 共 用 廊 下 ） ３ が 設 け ら
れ て い る 。 こ の 一 群 共 用 通 路 ３ は 、 隣 接 す る 各 住 戸 ２ 相 互 間 の 途 中 で 行 止 り と な っ て お り
、 そ の 行 止 り 部 周 辺 、 詳 し く は そ の 行 止 り 部 の 連 接 位 置 に 吹 抜 部 ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ
の 場 合 、 吹 抜 部 ４ は 、 一 群 の 住 戸 ２ の 略 中 央 部 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 全 群 の 住 戸 ２ （ 両 端 の 住 戸 ２ を 除 く ） の 一 側 方 に は 、 一 群 共 用 通 路 ３ と 略 直 交 す る 方 向
に 延 び る 複 数 群 共 用 通 路 （ 共 用 廊 下 ） ５ が 配 設 さ れ 、 こ の 複 数 群 共 用 通 路 ５ に は 、 各 一 群
共 用 通 路 ３ の 反 行 止 り 部 側 つ ま り 行 き 止 り 部 と 反 対 側 の 端 部 が 通 じ て い る 。 尚 、 こ の 複 数
群 共 用 通 路 ５ は 、 ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 １ の 正 面 側 に 設 置 さ れ 、 そ の 両 端 部 は
そ れ ぞ れ 屋 外 階 段 ６ に 通 じ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 住 戸 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス ケ ル ト ン ７ と 、 こ れ に 組 込 ま れ る イ ン フ ィ ル ８ と か
ら 構 成 さ れ て い る 。 ス ケ ル ト ン ７ は 、 高 強 度 の コ ン ク リ ー ト を 用 い た 耐 久 性 の 高 い 構 造 躯
体 で あ り 、 各 住 戸 ２ に つ い て 、 壁 ７ ａ 、 床 ７ ｂ 、 柱 ７ ｃ 、 そ の 他 、 梁 等 を 具 備 し て い る 。
更 に 、 ス ケ ル ト ン ７ は 、 上 述 の 一 群 共 用 通 路 ３ 、 複 数 群 共 用 通 路 ５ 、 及 び 吹 抜 部 ４ を 具 備
し て い る 。 尚 、 一 群 共 用 通 路 ３ の 行 止 り 部 に は 、 メ ン テ ナ ン ス 用 出 入 口 を 有 す る フ ェ ン ス
（ 又 は 柵 ） ４ ａ が 立 設 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 イ ン フ ィ ル ８ は 、 間 取 り や 内 装 等 の 住 戸 内
設 備 で あ り 、 間 仕 切 り 壁 ８ ａ ， 内 装 床 ８ ｂ 、 そ の 他 、 内 装 天 井 、 住 戸 内 給 排 水 、 電 気 設 備
、 浴 室 、 キ ッ チ ン 、 洗 面 化 粧 台 、 ト イ レ 等 を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス ケ ル ト ン ７ の 各 住 戸 ２ と 複 数 群 共 用 通 路 ５ と の 間 に は 、 第 二 の 吹 抜 部 ９ が そ れ ぞ れ 形
成 さ れ る と 共 に 、 各 住 戸 ２ に お け る そ の 反 対 側 に は バ ル コ ニ ー １ ０ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て
い る 。 そ し て 、 複 数 群 共 用 通 路 ５ に お け る 第 二 の 吹 抜 部 ９ 側 に は フ ェ ン ス （ 又 は 柵 ） １ １
が 立 設 固 定 さ れ 、 そ の 反 対 側 に は 側 壁 ７ ｄ が 一 体 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に そ の 平 面 構 成 を 拡 大 し て 示 す よ う に 、 一 群 共 用 通 路 ３ の 行 止 り 部 側 の 端 部 に は 、
吹 抜 部 ４ に 隣 接 し て メ ー タ ボ ッ ク ス １ ２ が 各 住 戸 ２ 毎 に 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 一 群 共 用
通 路 ３ の メ ー タ ボ ッ ク ス １ ２ よ り も 僅 か に 反 行 止 り 部 側 に は 、 そ の 両 側 方 に そ れ ぞ れ 各 住
戸 ２ の 玄 関 １ ３ が 構 築 さ れ 、 更 に そ の 玄 関 １ ３ よ り も 反 行 止 り 部 側 の 両 側 方 に は 、 各 住 戸
２ の ト ラ ン ク ル ー ム １ ４ が そ れ ぞ れ 構 築 さ れ て い る 。 尚 、 メ ー タ ボ ッ ク ス １ ２ に は 、 少 な
く と も 、 ガ ス 、 水 道 、 電 気 の 各 メ ー タ が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 吹 抜 部 ４ に は 、 上 下 方 向 に 延 び る 複 数 本 の 排 水 用 の 共 用 配 管 １ ５ が
集 中 し て 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の 共 用 配 管 １ ５ は 、 例 え ば 吹 抜 部 ４ の 両 側 に 存 す る 全 階
層 の 住 居 ２ で 共 用 さ れ る も の で あ る が 、 こ れ に 代 え て 又 は こ れ と 共 に 、 各 住 戸 ２ に 個 別 の
配 管 を 吹 抜 部 ４ に 配 設 し て も よ い 。 ま た 、 図 示 し な い が 、 ガ ス 、 水 道 の 各 共 用 配 管 及 び 電
気 の 共 用 配 線 （ 共 用 に つ い て は 上 記 と 同 様 の 概 念 ） は 、 ス ケ ル ト ン ７ の 各 階 層 を 上 下 に 貫
通 し て 、 各 住 戸 ２ の メ ー タ ボ ッ ク ス １ ２ 内 に 配 備 さ れ て い る 。 尚 、 ガ ス 、 水 道 、 電 気 の 各
共 用 配 管 配 線 に つ い て も 、 排 水 用 の 共 用 配 管 １ ５ と 同 様 に 吹 抜 部 ４ に 配 設 し て も よ い 。 一
方 、 吹 抜 部 ４ の 両 側 及 び 奥 側 に 存 す る 各 住 戸 ２ の 壁 ７ ａ に は そ れ ぞ れ 、 複 数 の 窓 ７ ｚ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 各 住 戸 ２ の 床 部 １ ８ は 、 ス ケ ル ト ン ７ の 床 ７ ｂ と イ ン フ ィ ル ８ の 内
装 床 ８ ｂ と か ら な る 二 重 構 造 と さ れ 、 こ の 両 床 ７ ｂ ， ８ ｂ の 相 互 間 に は 、 例 え ば ２ ０ ～ ４
０ ｃ ｍ （ 好 ま し く は ２ ７ ｃ ｍ ） 高 さ の ス ペ ー ス １ ８ ｘ が 介 在 し て い る 。 従 っ て 、 こ の 床 部
１ ８ に は 、 床 下 収 納 等 を 適 宜 設 置 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 内 装 床 ８ ｂ は 、 図 ６ に 示
す よ う に 、 ベ ー ス パ ネ ル ８ ｂ １ 上 に パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド ８ ｂ ２ と フ ロ ー リ ン グ ８ ｂ ３ と を
積 層 状 に 貼 着 し た も の で あ り 、 ス ケ ル ト ン ７ の 床 ７ ｂ と イ ン フ ィ ル ８ の ベ ー ス パ ネ ル ８ ｂ
１ と の 間 に 介 設 さ れ た 支 持 体 １ ９ に よ り 補 強 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 メ ー タ ボ ッ ク ス １
２ か ら 屋 内 用 と し て 引 き 出 さ れ た ガ ス 、 水 道 の 各 個 別 配 管 及 び 電 気 の 個 別 配 線 は 、 床 部 １
８ の ス ペ ー ス １ ８ ｘ 内 に 張 り 巡 ら さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 各 住 戸 ２ の 排 水 処 理 用 の 個 別 配 管 は 、 イ ン フ ィ ル ８ の 内 装 床 ８ ｂ か ら ス ペ ー ス １
８ ｘ 内 に 引 き 込 ま れ た 後 、 吹 抜 部 ４ に 配 備 さ れ た 排 水 用 の 共 用 配 管 １ ５ （ 又 は 後 述 す る 竪
管 ２ ０ ａ ） に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 場 合 の 排 水 処 理 に は 、 例 え ば 図 ７ に 示 す 排 水 ヘ ッ ダ ー
２ ０ が 用 い ら れ る 。 こ の 排 水 ヘ ッ ダ ー ２ ０ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 竪 管 ２ ０ ａ に 特 殊 排 水 継
手 ２ ０ ｂ を 嵌 着 し 、 こ の 特 殊 排 水 継 手 ２ ０ ｂ に 、 竪 管 ２ ０ ａ と 略 直 交 す る 複 数 本 の 横 管 ２
０ ｃ を 一 体 的 に 連 結 し 、 少 な く と も 何 れ か 一 本 の 横 管 ２ ０ ｃ に 、 そ の 軸 心 に 対 し て 斜 め 方
向 に 延 び る 複 数 本 の 細 管 ２ ０ ｄ を 一 体 的 に 連 結 し た も の で あ る 。 こ の 排 水 ヘ ッ ダ ー ２ ０ を
用 い て 排 水 処 理 を 行 う 場 合 に は 、 一 戸 の 住 戸 ２ 毎 に 一 個 の 排 水 ヘ ッ ダ ー ２ ０ が 備 え ら れ る
と 共 に 、 各 住 戸 ２ の 排 水 ヘ ッ ダ ー ２ ０ の 各 竪 管 ２ ０ ａ が 吹 抜 部 ４ に 配 備 さ れ 、 横 管 ２ ０ ｃ
及 び 細 管 ２ ０ ｄ を 利 用 し て 、 各 住 戸 ２ の 床 部 １ ８ の ス ペ ー ス １ ８ ｘ 内 に 排 水 用 の 個 別 配 管
が 緩 や か な 勾 配 で 張 り 巡 ら さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 各 住 戸 ２ の 天 井 部 ２ ５ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 一 つ 上 の 階 層 に お け る ス ケ ル ト ン ７ の 床
７ ｂ と 、 イ ン フ ィ ル ８ の 内 装 天 井 ８ ｃ と か ら な る 二 重 天 井 構 造 と さ れ 、 こ の 両 者 ７ ｂ ， ８
ｃ の 相 互 間 に は ス ペ ー ス ２ ５ ｘ が 介 在 し て い る 。 そ し て 、 こ の 天 井 部 ２ ５ の ス ペ ー ス ２ ５
ｘ に も 、 メ ー タ ボ ッ ク ス １ ２ か ら 引 き 出 さ れ た 屋 内 用 の 個 別 配 線 が 張 り 巡 ら さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ス ケ ル ト ン ７ の バ ル コ ニ ー １ ０ 側 の 壁 （ 外 壁 ） ７ ａ に は 、 ウ ィ
ン ド ー パ ネ ル ３ ０ が 組 込 ま れ て い る 。 こ の ウ ィ ン ド ー パ ネ ル ３ ０ は 、 ア ル ミ 製 等 の サ ッ シ
３ ０ ａ と 、 外 壁 パ ネ ル ３ ０ ｂ と を 一 体 化 し た も の で あ り 、 サ ッ シ ３ ０ ａ や 外 壁 パ ネ ル ３ ０
ｂ の 形 状 を 適 宜 変 更 す る こ と に よ り 、 デ ザ イ ン の 変 更 を 容 易 に 行 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 以 上 の よ う に 、 こ の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 １ に よ れ ば 、 一 群
の 隣 接 す る 住 戸 ２ の 相 互 間 に 吹 抜 部 ４ を 設 け 、 こ の 吹 抜 部 ４ 及 び こ れ に 隣 接 す る メ ー タ ボ
ッ ク ス １ ２ 内 に 、 排 水 、 ガ ス 、 水 道 の 配 管 １ ５ （ ２ ０ ａ ） 及 び 電 気 の 配 線 を 集 中 し て 配 備
し た か ら 、 こ の 種 の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 １ の 施 工 性 が 改 善 さ れ 、 施 工 費 用 が
低 廉 に な る と 共 に 、 配 管 配 線 類 １ ５ （ ２ ０ ａ ） に 対 す る メ ン テ ナ ン ス が 一 群 共 用 通 路 ３ 側
か ら 簡 単 に 短 時 間 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 吹 抜 部 ４ は 、 一 群 共 用 通 路 ３ の 行 止 り 部 周 辺 に 設 け ら れ 、 し か も 玄 関 １ ３ は 、
吹 抜 部 ４ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た メ ー タ ボ ッ ク ス １ ２ よ り も 反 行 止 り 部 側 に 配 置 さ れ て い る
の で 、 一 群 共 用 通 路 ３ か ら 玄 関 １ ３ に 出 入 り す る 居 住 者 の 通 行 経 路 周 辺 に 、 共 用 配 管 １ ５
、 共 用 配 線 、 個 別 配 管 、 及 び 個 別 配 線 が 存 在 し な く な り 、 快 適 な 通 行 性 ひ い て は 良 好 な 居
住 性 が 得 ら れ る 。 ま た 、 一 群 の 各 住 戸 ２ の 略 中 央 部 に 吹 抜 部 ４ が 設 け ら れ て い る の で 、 各
住 戸 ２ の 屋 内 へ の 個 別 配 管 を 可 及 的 に 短 く で き る と 共 に 、 各 住 戸 ２ に 対 す る 通 風 や 採 光 を
効 率 良 く 且 つ 充 分 に 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 他 の 実 施 形 態 を 例 示 し て い る
。 こ の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 １ は 、 複 数 群 共 用 通 路 ５ を 挟 ん で そ の 両 側 方 に 、
上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に し て 、 各 住 戸 ２ 、 各 一 群 共 用 通 路 ３ 、 及 び 各 吹 抜 部 ４ 等 を 配 設 し
た も の で あ る 。 従 っ て 、 こ の ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 １ に お い て も 、 上 述 の 実 施
形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 尚 、 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 配 管 配 線 類 に よ り 供 給 或 い は 排 出 さ れ る 給 排 物 と し て 、 ガ ス
、 水 道 、 排 水 、 電 気 を 例 示 し た も の で あ る が 、 そ の 種 類 や 個 数 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 平 面 構 造 を 示 す 概 略
平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 構 成 要 素 で あ る ス ケ
ル ト ン と イ ン フ ィ ル と を 示 す 要 部 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 平 面 構 造 を 示 す 要 部
概 略 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 構 成 要 素 で あ る 吹 抜
部 を 示 す 要 部 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 構 成 要 素 で あ る ス ケ
ル ト ン を 示 す 要 部 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 構 成 要 素 で あ る 床 部
を 詳 細 に 示 す 要 部 拡 大 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 構 成 要 素 で あ る 配 管
の 接 続 に 使 用 さ れ る 排 水 ヘ ッ ダ ー を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 構 成 要 素 で あ る 住 戸
の バ ル コ ニ ー 側 部 分 を 示 す 部 品 分 解 配 列 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅 の 平 面 構 造 を 示 す
要 部 概 略 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 　 　 ス ケ ル ト ン ・ イ ン フ ィ ル 集 合 住 宅
　 ２ 　 　 　 住 戸
　 ３ 　 　 　 一 群 共 用 通 路
　 ４ 　 　 　 吹 抜 部
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　 ５ 　 　 　 複 数 群 共 用 通 路 （ 共 用 廊 下 ）
　 ７ 　 　 　 ス ケ ル ト ン
　 ８ 　 　 　 イ ン フ ィ ル
　 １ ２ 　 　 メ ー タ ボ ッ ク ス
　 １ ３ 　 　 玄 関
　 １ ４ 　 　 ト ラ ン ク ル ー ム
　 １ ５ 　 　 共 用 配 管 （ 配 管 類 ）
　 １ ８ 　 　 床 部
　 １ ８ ｘ 　 ス ペ ー ス （ 床 部 の ス ペ ー ス ）
　 ２ ０ ａ 　 竪 管 （ 配 管 類 ）
　 ２ ５ 　 　 天 井 部
　 ２ ５ ｘ 　 ス ペ ー ス （ 天 井 部 の ス ペ ー ス ）
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

(12) JP 2005-201041 A 2005.7.28



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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